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研究成果の概要（和文）：幼児(4－6歳)の生活環境因子と唾液コルチゾール濃度の概日リズムの有無との関連性
を解明することを目的とした。自立起床でない幼児には概日リズムはなく、概日リズムのある幼児より健康状態
は良くないことが示唆された。兄姉がいる、家庭での外遊び、スポーツの習い事の因子は、活動量を高くした
が、概日リズムの有無には関連しなかった。概日リズムのある幼児の食事内容は、ない幼児より、n-6系脂肪
酸、n-3系脂肪酸の摂取量は高い傾向がみられ、果実類、し好飲料類の摂取量は有意に低く、藻類、魚介類の摂
取量は高い傾向がみられた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to clarify the association between the 
environmental and lifestyle factors of preschool children (4-6 years old) and the presence or 
absence of a circadian rhythm in their salivary cortisol levels. It has previously been suggested 
that preschool children who do not wake up independently lack a circadian rhythm and tend to be less
 healthy than preschool children who do have a circadian rhythm. We found factors, such as having 
older siblings, playing outside when at home, and taking sports lessons, increased activity levels, 
but were not connected to the presence or absence of a circadian rhythm. The diet of preschool 
children who had a circadian rhythm tended to include higher levels of n-6 and n-3 fatty acids than 
the preschool children who lacked a circadian rhythm, and tended to include significantly lower 
intake of fruits and  beverages, and a higher intake of seaweed and seafood.

研究分野：食生活学

キーワード： 幼児　唾液コルチゾール濃度　概日リズム　生活習慣　食事

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、大人社会の夜型化や不規則なライフ
スタイルの増加の影響を受け、幼児の生活も
夜型化し、22 時以降に眠る 5-6 歳児は 25％
存在している。就寝時刻の遅延や睡眠時間の
短縮などからくる心身の不調も指摘されて
おり、健全な発達のためには、幼児期の生活
環境からくる心身の不調は早期に改善する
べき重要な問題となっている。 
また、家庭教育の中心となる「睡眠」「排
泄」「食事」については、経験則によるとこ
ろが大きく、子どもの個々の発達に応じた適
切な生活環境設定とその科学的根拠となる
研究は十分ではない。 

 
２．研究の目的 
 幼児の生活環境因子（保護者の養育態度、
睡眠、活動量、食事など）と唾液コルチゾー
ル濃度の概日リズムを指標とする生体リズ
ムの有無との関連性を明らかにする。 
幼児の生活環境をより健全なものにする
ための科学的根拠として広く社会に示し、家
庭教育支援の一助とする。 
 
３．研究の方法 
（１）調査対象と調査時期 
 対象者は、保護者の同意の得られた福井県
A幼稚園に通園する 4，5歳児クラスの園児と
した。調査は、2014 年、2015 年、2016 年の
3 年間、いずれも 7 月上旬の連続する 3 日間
に実施した。 
2014 年（16名）、2015 年(11 名)の調査で、
重複した幼児の 2年目のデータを除き、合計
22 名（男児 9 名、女児 13 名）を統計解析の
対象とした。22 名の身体状況は、中央値とし
て身長107.0cm、体重17.2kg、カウプ指数15.1
（最小値 13.3、最大値 19.2）であった。 
2016 年(11 名)については、活動量と家庭
での遊びについて分析を行った。11 名の身体
状況は、中央値として身長 107.4cm、体重
16.3kg、カウプ指数 14.7（最小値 13.3、最
大値 16.2）であった。 
 
（２）アンケート調査 
母親を対象に、幼児の睡眠、夜間および朝
の目覚め、排便、食事、遊び、寝る前の過ご
し方などの生活習慣、幼児の体調などについ
て自記式アンケート用紙を配布し、回収した
（有効回答数 100%）。また、母親自身のこと
についての質問項目も設けた。 
 
（３）身体測定及び生活活動記録 
幼児の身長と体重を測定し、カウプ指数を
計算した。幼児の 3 日間の生活活動内容を、
家庭においては母親が、幼稚園においては大
学教員及び研究補助の大学生が観察し、記録
した。2016 年度調査のみ、幼児がどこで、誰
と活動したかの項目を追加した。改訂版「身
体活動のメッツ表」（国立健康栄養研究所）

を参考に、本調査用に作成したメッツ表と体
重によりエネルギー消費量を概算し、活動量
とした。 
 
（４）食事調査 
幼児の 3 日間の食事記録と食事写真の撮
影を依頼した。残食については、記録と写真
から把握できるようにした。マッシュルーム
ソフト社製の「ヘルシーメーカープロ 501」
を用いて「食品標準成分表 2010」による栄養
価計算を行った。 
 
（５）唾液コルチゾールの測定 
唾液の採取は、調査期間 3日間について起
床時、登園時、降園時、就寝時の 4 回行い、
サリキッズ（株式会社アシスト製）を用い、
幼児の舌下に脱脂綿を 2 分間留置すること
とした。なお、登園時と降園時については幼
稚園内で唾液を採取し、起床時と就寝前につ
いては、家庭において母親と一緒に採取して
もらった。唾液コルチゾール濃度の測定には、
SALIMETRICS 社のSalivary Cortisol EIA Kit
を用いた。 
 
（６）集計方法及び統計方法 
データの集計・解析には、Microsoft Office 
Excel 2010、及び SPSS22.0 J for Windows を
用いた。個人別の 3日間の唾液コルチゾール
濃度と唾液採取のタイミングとの相関には、
Spearman の相関係数の検定を行った。唾液コ
ルチゾール濃度の概日リズムの有無と生活
習慣や体調との関連性については、χ 2 検定
を行い、概日リズムの有無による 2群間の比
較には、t 検定を行った。 
 
（７）倫理的配慮 
福井大学大学院教育学研究科及び教育地
域科学部倫理審査委員会にて、承認を受けた。
保護者を対象に、調査の目的を説明するとと
もに、不参加による不利益を被らないこと、
得られたデータはすべて匿名化を行った学
術的な資料として使用し、学術雑誌などに公
表することがあることなどを説明した。同意
書の得られた保護者とその子を対象に調査
を実施し、調査終了後、幼児個人の栄養素摂
取状況、身体活動量及び唾液コルチゾール濃
度をまとめた資料を返却した。 
 
４．研究成果 
 
（１）唾液コルチゾール濃度の概日リズム 
3 日間の唾液コルチゾール濃度と唾液採
取のタイミング、すなわち起床時、登園時、
降園時、就寝時の 4 点との相関係数 r の値
により、絶対値が 0.8 より小さい場合を概日
リズムなし群、大きい場合をリズムあり群と
した。概日リズムなし群は 8名、あり群は 14 
名であった。 



リズムあり群では、起床時 0.299μg/dl と
最高値であり、登園時 0.167μg/dl、降園時
0.142μg/dl、就寝時 0.045μg/dl と、就寝
時にかけて低下する日内変動がみられた（表
1）。なし群では、起床時 0.325μg/dl と最高
値であったが、登園時 0.202μg/dl、降園時
0.191μg/dl と、登園時と降園時にはあまり
差がなく、就寝時では 0.111μg/dl と、就寝
時にかけても低下の幅が小さかった。唾液コ
ルチゾール濃度の平均値を比較したところ、
リズムあり群ではなし群より降園時、就寝時
では有意に低く、登園時には低い傾向であっ
た。 
 

 
（２）概日リズムの有無と自立起床及び健康
状態 
自立起床に関する質問項目である「朝の目
覚めのきっかけ」には、有意な関連がみられ、
「誰かに起こされて起きる」幼児には、概日
リズムがなかった（表 2）。健康状態について
質問したところ、唾液コルチゾール濃度の概
日リズムの有無と、健康状態には、有意な関
連性はみられなかった。しかし、「体調を崩
しやすい」と回答した 2人は、どちらも概日
リズムがなかったことから、体調に影響する
可能性がある。 
 

 
 
（３）概日リズムの有無と栄養素摂取量 
唾液コルチゾール濃度の概日リズムの有
無による 1000kcal あたり栄養素摂取量を比
較した(表 3)。たんぱく質、脂質、炭水化物
のエネルギーに占める割合及び摂取量には、
概日リズムの有無による有意な差はみられ
なかった。ミネラル、ビタミンの摂取量にも、
概日リズムの有無による有意な差はみられ
なかった。n-6 系脂肪酸は、概日リズムあり
群 13g で、なし群 10g より高い傾向があり、
n-3 系脂肪酸は、概日リズムあり群 2.6g で、
なし群 1.9g より高い傾向があった。 

 
 

 
 
 
 
 



 
（４）概日リズムの有無と食品群別摂取量 
 唾液コルチゾール濃度の概日リズムの有
無による食品群別摂取量を比較した(表 4)。
果実類は、概日リズムあり群 6.9g で、なし
群 41.5g より、し好飲料類は、概日リズムあ
り群 4.4g で、なし群 75.0g より有意に低か
った。魚介の摂取量は、概日リズムあり群
42.8g で、なし群 27.1g より高い傾向があっ
た。その他の食品群については有意ではない
が、概日リズムあり群でなし群より摂取量が
低かったのは、いも及びでん粉類、砂糖及び
甘味類、種実類、野菜類（淡色）、きのこ類、
肉類、油脂類、菓子類、調味料・香辛料類で
あった。 
概日リズムの有無によって、インスリン分
泌に関連する果実、し好飲料などの摂取量に
も差がみられたことから、インスリン分泌刺
激性が唾液コルチゾール濃度のリズム形成
に影響している可能性が考えられた。 
 
 
 

 
（５）概日リズムと兄姉の有無 
3 日間の平均活動量は、兄姉のいる幼児(11
名)では 1682kcal/日であり、兄姉のいない幼
児(11 名) の 1471kcal/日より高い傾向がみ
られた。食品群別摂取量は、兄姉がいると豆、
肉、香辛料・調味料の摂取量は高く、乳の摂
取量は低かった。兄姉の有無による、概日リ
ズムとの関連性はみられなかった。 
 
（６）概日リズムと家庭生活での遊び 
家庭生活における遊びは、幼児によって遊
び相手や場所の種類は様々であるが、ほとん
どの幼児が３日間とも同じような遊び方を
しており、家の中で遊ぶ頻度が高かった。幼
児が１人で遊ぶ時には「テレビを見る」、「絵
本」、「ピアノ」「くもん」などの遊びが多く
みられ、また、母親と遊ぶ時には「おしゃべ
り」、「絵本」、「テレビを見る」、「将棋」など
の遊びが多くみられ、幼児が１人で、あるい
は母親と遊ぶ時には活動量の少ない遊びが
多いことがわかった（図１）。友達と遊ぶ幼
児は 11 名中 2 名と少なかったが、外や施設
の中で遊んでいたため活動量が多くなって
いた。スポーツの習い事があった日の活動量
は、他の日の活動量よりも高く、習い事によ
って不足する活動量を補っていた。 
幼児 11 名の概日リズムの有無は、あり 5
名、なし 5名、唾液採取不足による不明 1名
であった。幼児の家庭生活での遊びによる活
動量や外遊びの頻度と概日リズムの有無に
は、関連性はみられなかった。 
 
 

 



 
（７）まとめ 
 
① 幼児（4～6 歳）22 名を対象に、唾液コ
ルチゾール濃度の概日リズムの有無と生
活習慣について調査を行った。 
② 唾液コルチゾール濃度には日内変動が
みられ、それにより概日リズムの有無を判
断した。 
③ 自立起床ができない幼児は、全員唾液コ
ルチゾール濃度の概日リズムがなく、唾液
コルチゾール濃度の概日リズムの有無と
自立起床には有意な関連がみられた。 
④ 体調を崩しやすい幼児には、概日リズム
がなかった。 
⑤ 概日リズムの有無により、栄養素摂取量
に有意な差はみられなかったが、n-6 系脂
肪酸と n-3 系脂肪酸は、概日リズムのある
幼児で摂取量は高い傾向がみられた。 
⑥ 食品群別摂取量は、果実類とし好飲料類
では、概日リズムのある幼児で摂取量は有
意に低く、魚介類の摂取量が高い傾向がみ
られた。 
⑦ 概日リズムの有無によって、インスリン
分泌に関連する果実類、し好飲料類などの
摂取量に差がみられたことから、インスリ
ン分泌刺激性が唾液コルチゾール濃度の
リズム形成に影響している可能性が考え
られた。 
⑧ 兄姉のいる幼児では、いない幼児と活動
量や食事内容に違いがみられたが、兄姉の
有無と概日リズムの有無には関連性はみ
られなかった。 
⑨ 幼児（11名）の家庭生活での遊びによる
活動量や外遊びの頻度と概日リズムの有
無には、関連性はみられず、幼稚園での遊
びが、概日リズム形成によい影響を及ぼし
ている可能性が推察された。 
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